
政策立案コンテスト 政策提言書 

CARP名 

金沢 CARP 

政策タイトル 

国学を導入して子どもたちに価値観を持たせます 

理想の国家・社会像 

私たちが考える理想の国家像は「国民 1 人 1 人が価値基準を持ち、主人意識をもって社会に参加し、

国民自ら社会問題を解決していく国家」です。 

 

 

 

解決したい問題と、その根本的な原因 

 

解決したい問題は「若者の社会に対する主人意識の欠如」です。根本的な原因は若者が「社会がど

うあるべきか、自分はどう生きたいのかという価値観を持たないから」です。 

 

学習指導要領では高等学校では道徳教育として「自分の価値観を形成し主体性を持っていきたいと

いう意欲を高める」ことを目指しています。しかし、高等学校の道徳教育の現状は「道徳教育を行わな

い、もしくはこの目標に対して教育内容が不十分である」というものです。つまり、子供たちが価値観を持

てるように、道徳教育のカリキュラムを具体的に作成し導入することが「若者の社会に対する主人意識

の欠如」への解決策となります。 

 

 



政策案（比較案があれば併記） 

私たちはて国学という新しい歴史教育を提案します。国学という名前にはしっかりとした価値観を持

ち、国の将来を考え、国や社会の主人になる人を育てたいという願いがあります。 

高等学校の道徳教育の内容として以下の 3 つの内容が必要となります。 

①価値観の必要性 

②人間としての在り方、生き方(価値観) 

③自分の価値基準を持つ 

また、高等学校で道徳教育を行うためには授業時間の確保が課題であるので、道徳教育は④授業

と関連した内容であるべきです。 

国学の内容について以上 4 つの項目から説明します 

道徳教育で必要なもの 国学の内容 具体的な方法 

①価値観の必要性 歴史の中で価値観がどう社会

に影響を与えたかを学ぶ 

人物の行動の原因(Why)を

考えさせる 

②人間としての在り方、生き

方(価値観) 

先人の生涯を学ぶ 

 

人物の生涯にスポット、地域の

人の講演、偉人の本を読ませる 

③自分の価値基準を持つ 

 

学んだものから人はどう生きるべ

きか、自分はどう生きたいか考え

る 

ディスカッション、自分史、スピー

チなどによって主体的に考えさえ

る 

④授業と関連した内容 地歴・公民の授業の一部として

教える 

カリキュラムの工夫 

具体的で客観的な評価基準

を与える 

①価値観の必要性 

 



②人間としての在り方、生き方(価値観) 

 

 

 

 

③自分の価値基準を持つ 

 

 

 

 



④授業と関連した内容 

 

 


